
針葉樹材の試験挽き結果について

島　本　一　志　　玉　越　亀　一

  1． はじめに

　北海道の製材工場は，自己資本が少なく，労務費は

低賃金で非常に苦労しているにも拘らず，原木高の製

品安が目立ち企業利益が薄い。これでは，賃金の高

騰，融資の緩和が行なわれている割には，製材業に対

する選別融資の重圧，国有林材の20％減伐を待つまで

もなく，経営危機に追込まれることは必然であり，憂

慮すべき状態と云はねばならない。

　従って，このような現況を放置せず，個々の経営体

は勿論のこと，製材業界全体が一致団結して，経営の

改善を図るべきで，その一助として，留萌管内の針葉

樹素材から，どのような製品が出来るかの試験挽をお

こなったので，この記録を充分活用され，経営の改善

を図っていただきたいと思います。

　2． 試験挽の資料について

　供試原木は，留萌管内で生産される針葉樹丸太103

千m3の内，製材原料に供する 75千m3の，径級，品

等，製材原木不適材別の生産構成を，留萌管内の主要

生産地を選び調査し，製材原木不適材を除いて，第1

表の，径級別，品等別構成比を算出した。

　その構成比に従って，長3.65mで，径20cm上の製材

原木適材を，1日で挽立でき資料整理出来得る数量を

16.872m3とみて，第2表のとおり抽出した。

　3．量的歩止りについて
  1）径級別歩止りにつて

　原木16.872m3（60.74石）の試験挽きの結果，第3表

のような結果をえた。これによると径級別の歩止りは

太いものほど良い結果が出るだろうとの予想をうらぎ

り，径28cm以下が平均74.80％で，径30cm上は68.23

％となり，小径木の方が歩止りは良く，総平均では

70.51％と当地の一般的数値にくらべ，非常に良い結

果がえられた。

　これは，役物が少く，角物，たるき，ぬき等，極め

て一般的な製材で，特別な思考なしに生産出来た結果
であり，また，JASでは丸太の径は2cm括約であ
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第3表　径　級　別　形　量　歩　止　り

たるめに，径30cm上の丸太より径28cm下の丸太の方

が，括約される割合が多いなどの理由で歩止りがあが

ったものと思われる。

　役物の総平均は6.15％で，うち小径木では2.11％と

さすがに低率で，30cm上では40cm級より30cm級の方

が多く出た。しかし一般的には，他地区の製材原木よ

り役物の歩止りは少い。

　製材品の1・2等は53.98％と最も多く，全体の76

％を占めている。3等と副材では10.37％と全体の15

％になり，1・2等材を基準に師格を設定すると，役

物よりスソ物の方が多く出ることから，平均価格が下

廻る結果になるので注意が必要である。

　2） 素材品等別歩止りについて

　品等別の歩止りは第4表のとおりで，素材の2等と

3等を区分して考えて見ると，総体では2等材が3等

材を上廻って74.26％と，4.22％方歩止りが良い事が

わかる。役物の歩止りについては，さしたる差はない

が，素材の2等からは製材の1等が多く出，素材の3

等からは，製材の1等より2等材の方が若干多く出

た。

　なお留萌管内の針葉樹は，主として3等材で全生産

量の89.7％を占めているが，総体では製材の1等の方

が2等より1.4％多くなっている。これは価格を決め

る時，製材の1・2等をこみで考えると，1等が多い

ということは，平均値格を下廻ることになるので注意

が必要である。副材も当然ながら3等材の方からは多

く生産された。

　4． 価値歩止りについて

　4．1  径級，品等別素材対製材の価値比について

　第5表に示すとおり製材の価値指数，素材の価値指

数に対しては総体で3％程上廻っている。40cm上に

ついては，素材価値指数に対し6～12％下廻っている

が，30cm級については2等材を除いて3％，28cm下

については10％，それぞれ製材価値指数の方が上廻っ

第4表　素　材　品　等　別　形　量　歩　止　り
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第5表　径 級 別 の 素 材 お よ び 製 材 の 価 値 指 数

第6表　径 級 別 の 製 品 価 値 歩 止 り

ており，ほぼ適正な素材価格と云えよう。

　ただし，留萌管内に原生する30cm上の2等材のト

ドマツについては，挽立中思わぬ欠点が現われ，価値

を減ずることがあるので注意が必要である。

　4．2　径級，品等別価値歩止りについて

　留萌地区製材林産協同組合の標準価格表を基準に，

第3表の生産量から価値歩止りを求めたのが第6表

である。価値歩止りの総体では，量的歩止りと比べる

と1等は2等を上廻っているが，役物は3等と副材の

価値より上廻って，量的歩止りとは反対の数値になっ

ている。これは役物の単価が高い事，また，役物を多

くとると売価は上る事を意味するが，第7表でみるご

とく，役物の量的歩止りは平均6.15％で，28cm以

下の原木はわずか2.11％しか採材する事が出来ないの

で，留萌管内に原生するトドマツからは，住宅1セッ

ト分の役物を取るには，他地区に比し多量の丸太を挽

かなければならないうらみがある。

　価値歩止りを価格倍率でみると，28cmの方が30cm

を上廻っており，量的歩止りと合せ考えると，小径木

の方が利益につながる原木と云える。しかし小径木は
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挽立能率が下がるので，その有利性は完全とは云えな
いので，今後の研究課題であろう。
　4．3　材種別師値歩止りについて

第7表　役　物　歩　止　り

　第6表は，製材の品等毎の価値歩止りについてであ

ったが，第8表は役物，1・2等込み，3等と3段階に

区分した金額を材積に乗じて算出した。すなわち第6

表は各材種を品等別に計算した場合で，第8表は普通

込価格（留萌管内に於て）と云われているものである。

　これによると，価格の設定にもよるが，第8表の方

が第6表の総売上げ282千円に対し，270千円と4.3％

方低い。第6表の平均価格は65万，第8表の方では平

均価格64万円で，百石当り1万円の差がある。

第8表　材　種　別　価　値　歩　止　り　　　　　　上欄は材積，下欄は金額

第9表　板・割・角類別割合　各社により，販売方法が異り，それぞれ特色を持っ

て販売する事に問題はないが，いずれにしても中心価

格を定める場合，役物，スソ物の生産量比を考え合せ

ないと，価格が伸びないことになり，決算期に頭をか

かえる事になる。

　以前は，板類50％，割類20％，角類30％位の割で生

産されたものであるが，今回の調査では第9表のとお

り，板類が減少し割類が増加して来た。このことか

ら，生産工程を一部テーブルバンドからエッジャーに

替え，割類の生産に対応するのも一策かもしれない。

　5． 製材の採算目標について
　試験挽きの結果，次の数値を得た。すなわち素材
16.872m3を挽き，その素材価格は175,774円で，単価
10,418円／m3（2,894円／石）になり，製品は70.51
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％の11.8969m3（42,829石）の生産があった。その販売

金額は281,611円で，単価23,671円／m3（6,575円／石）

で，素材100石を挽いたと仮定すると，素材代金は

289.4千円になり，70.51石の製品に対し，その金額は

463,634円（単価6,575円／石）となる。その他チッ

プの生産が3.2m3あったので，素材100石を挽くと

5.27m3（18.97石）のチップ生産となり，その代金は

31,620円（単価1,667円／石）になる。

　したがって10％の利益を得る為には，経費は31.5％

に当る156,341円でおさまるよう工夫しなければなら

ない。

　売上げ　495,254円

　　　　　　内訳　製　材……＠6,575円　463,634円

　　　　　　　　　チップ……＠1,667円　 31,620円

　原木代　289,388円

　経　費  156,341円

　利　益　 49,525円

　利益なしの場合は，素材100石挽くのに205,866円か

ける事が出来る訳であるが，企業利益10％を得る努力

は，そう遠い目標ではないように思われる。しかし利

益49,525円から，チップ売上げ31,620円を引くと，製

材の利益は17,905円だけになり，4％に落ちてしま

う。製材だけの利益で10％生みだす事が出来ないだろ

うか。工夫されたいと思う。

　6． あとがき

　本資料は，昭和47年7月の調査内容であり，その後

年末から現在にかけて木材価格が大きく変ぼうし，し

たがって試算数値も現状とはかなりのへだたりはある

が，一応の経営指標にはなろうと考え発表した次第で

ある。

　終りに，この調査について，種々ご指導下された道

立林産試験場の北沢指導部長，並びに上司，また関係

の各位に厚くお礼を申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　－留萌支庁林務課－


